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　本稿を執筆している８月は戦争について真剣に考えるべき季節です。78 年
前の 1945 年８月６日に広島への原爆投下があり、９日には長崎への原爆投下、
そして 15 日は敗戦記念日です。夥しい数の犠牲者を出した太平洋戦争が終結
した翌年の 11 月に公布された日本国憲法の第三章「国民の権利及び義務」の
第十二条には、「この憲法が国民に保障する自由及び権利は、国民の不断の努
力によって、これを保持しなければならない。」とあります。
　国民（以下、市民）の健康を保つ権利も、私たちの不断の努力によって保持
できるものではないでしょうか。薬やワクチンの安全性を保持することも市
民の義務であり、製薬企業や厚生労働省・専門家にだけ任せてすむことでは
ありません。
　108 号および本号でも取り上げた BCG に関する記事を読むと、これまで当
たり前のように接種し、今もそれが続いている BCG でさえも大きな問題を抱
えていることがわかります。ましてや新参者である SARS-CoV-2 ワクチンに
関してはなおさらです。本号で取り上げている同ワクチンによるベル麻痺は
重篤な病態ではないものの、ワクチンが引き起こす害反応であることはやは
り問題です。
　今一度原点に立ち返って、このワクチンについて考えてみると、その正体
は RNA ワクチンという人類が経験したことのない新しい作用機序の合成物質
です。動物を使った基礎実験で安全性の確認がされているとはいえ、そのよ
うな物質をわずかな期間で認可し、ヒトに使用するという行為は、18 世紀末
にジェンナーが使用人の子どもに種痘をした行為とあまり変わらないのでは
ないでしょうか。ところが、108 号の Editorial で触れたように、製薬企業な
どスポンサーに忖度する必要のないはずの、公共放送とされている NHK でさ
え、SARS-CoV-2 ワクチンによる被害を隠蔽しようとしていました。
　本誌は今後も市民の健康を守るために、ワクチンだけでなく、広く様々な
薬剤の有効性と害について、見張り、検討するために不断の努力を続けます。
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